
中110　町田市立鶴川第二中学校

年度当初に設定した重点 第１学年 第２学年 第３学年

学力調査等の状況
・国の学力調査については、ほとんどの教科・領域において、本校の平均正答率は東京都・全国の平均正答率を上回っている。しかし、筋道を立てて考
え、理由を説明する記述問題や事物を比較し、観点を明確にして分析・解釈する記述問題などは東京都・全国の平均正答率を下回った。
・国の学力調査の生徒質問紙の回答からは、家庭学習の時間も長く、目標をもって取り組んでいる生徒の割合が高いことが窺える。その一方、自己肯定感
がやや乏しく、失敗を恐れチャレンジ精神に欠ける生徒の割合も少なくない。ＩＣＴの活用については、意見交換や調査のために授業でICT機器を使用す
る頻度が少ない。また、児童・生徒の学力向上を図るための調査からは、自分の考えを積極的に相手に伝えたり、他者の異なる意見を理解するために質問
したりする生徒の割合が若干少ないことが窺える。

見えてきた課題

・各教科・領域において一定の基礎・基本を習得しているが、結果から一般的な法則を導き出すことやグラフや図・文章などの資料を読み、分析を行い、自
分の考えを述べたり、根拠をもとに分かりやすく説明したりすることに課題がある。言語活動や観察・実験などの活動の質を高めながら、習得・活用・探究の
学習サイクルの活用を一層図ることが求められる。さらに、ICT機器を効果的に活用し、互いの意見を共有したり、比較・分類・整理したりすることにより、理
解を深められるようにする。また、自己肯定感を高めるため、学校生活の中で互いを認め合い、自分に自信をもてるような場面を増やすことも課題である。

授業をデザインする８つの取組について

ICT機器の活用 タブレット端末を利用し、必要な情報を収集し選択する情報リテラシー能力を育むとともに、フォームやジャム
ボード等で意見交換を行い、他者の考えに触れ自分の考えを深められる場面を増やす。

見通しをもたせる導入 学習の流れや本時の目標を提示するとともに、導入で生徒の興味・関心を高められるよう課題の提示を工夫す
る。

価値ある対話の共有 グループ活動や発表の機会、ICT機器の効果的活用により、生徒一人ひとりが互いの考えを共有し、比較・検
討・分類・統合・関連付けし、対話的な学びの中で理解を深められるようにする。

各教科における課題を改善するための指導の重点

社

会

科

・歴史史料や地理のグラフなどを用いて、読み取
り及び意見交換などを行い、深い学びにつなげ
ていく。
・ニュース、新聞などを利用し社会的事象に対す
る興味関心をもたせるようにしていく。
・思考力・判断力・表現力向上のため、社会的事
象に対して、既習事項と関連させて理解を深め、
自分なりの考えを持てるように指導していく。

・歴史史料や地理の写真資料などを用いて、読み取
りうを行っている。ICTを活用して、振り返りの時間を
確保し、仲間の意見から深い学びにつなげられるよう
指導する。
・ニュース、新聞などを既習事項とつなげる機会をつ
くるようにしている。
・思考力・判断力・表現力向上のため、社会的事象に
対して、既習事項と関連させて理解を深め、自分なり
の考えをもてるよう、考える機会を充実させる。

・グラフや歴史史料の読み取りは毎回の授業で取り
入れているが、その提示方法や発問の方法を工夫す
ることで、より多角的に考察できるよう導きたい。
・時事問題を定期考査に出題しているため、目を向け
る機会はつくれている。次年度は授業内でも取り上げ
る予定である。
・毎授業生徒が自分で記述する発問を設けている。
今後はこれを発表し合う機会も充実させていきたい。

・情報メディアの特性を踏まえて、調査や諸資料
から社会事象に関する様々な情報を効果的に収
集し、ICT機器の思考ツールを用いて比較・関連
付けを行い整理し、共有する。他者との意見交
換の中で多面的・多角的に考察したり、自分の考
えを深め、発表したりする場面を増やし、 思考
力・判断力・表現力を培う。
 
 
 
 
 
 

国

語

科

・思考を深め、共有するために、ICT機器
を活用する。
・伝える力を高めるために、情報を取り出
す授業を実施し、言語活用能力を育て
る。
・視覚資料を用いて、幅広く個々の習熟
度や特性に応じ、多様な段階にある生徒
の学びを支える。

・クロムブックを用いて作文指導を複
数回実施する。加除修正が容易に
できるため、生徒にとって紙で書くよ
りも抵抗感が少ないと思われる。ま
た、クロムブック上で生徒同士の相
互評価を行う。
・伝える力を向上させるために、ス
ピーチ発表を行う。

・自分の考えをもち、ICT機器を活用して
意見交換や全体での発表を行い、互いの
意見を比較・検討・関連付け等を行い、理
解を深められるようにする。
・メディアの特徴を生かし情報を収集し、
比較・分類を行い、情報を整理する力を
育成する。

・伝える力を高めるために、ペアワークや４
人グループの交流を経てから全体発表に
移る
・ICT機器の機能を活用して、他者との考
えを比較できるようにする
・各授業で振り返りの時間を必ず取り、学
習の流れを確認しながら、フィードバックを
適時して理解を深める。

数

学

科

・ICTの活用（Navimaなど）の活用により、個々の習熟度に
合わせた問題選択の時間の確保することで、スパイラル学
習を意識させ学びを深くする時間を確保する。
・計算問題練習は短時間で取り組むことに合わせ、思考を
要する問題への取り組みを増やし、特に図形分野におい
て多角的な見方の出来る問題を設定する場面を増やす
・生徒が見通す・教師が教える・自分の考えを表現する・対
話によって考えを深める・単元全体を振り返る等、それぞ
れの学習場面を適切に活用し、より効果的な学習ができる
ようにする。

ICTの活用（Navimaなど）の活用により、個々の習
熟度に合わせた問題選択の時間の確保を増や
すとともに、関数や図形分野における視覚的な
理解を促していく。
また計算問題練習を短時間で取り組むことに加
え、思考を要する問題への取り組みを増やし、特
に図形分野においては、図形に親しむ感覚を養
いながら多角的な見方の出来る問題を設定する
場面を増やす。

ICTの活用（Navimaなど）の活用により、個々の習
熟度に合わせた問題選択の機会を増やし、グラ
フソフトなどを用いて関数への理解を深め、感覚
的な閃きを共有および論証する時間の充実を図
る。習熟度に応じた表現が行える教材の活用を
充実させる。また計算問題については短時間で
の取り組みを継続する。

習得・活用・探究の学習を行っていく中で、数学
科の特性に応じた見方や考え方を働かせ、思
考・判断・表現を行い、その上で、深い学びを実
現するために、学習場面を組み合わせて、より効
果的な授業をデザインしていく。子どもが見通
す・教師が教える・自分の考えを表現する・対話
によって考えを深める・単元全体を振り返る等、
それぞれの学習場面を適切に活用し、より効果
的な学習ができるようにする。

理

科

・自然の事物・現象についての理解を深
め、観察・実験を行い科学的に探究する
力を養うことなどを通じて、基礎的・基本的
な知識・技能の確実な定着を図る。
・Chromebook等を活用し、考察を共有・発
表することなどを通して、思考力・表現力
の向上を図る。

自然の事物・現象についての理解
を深められるように、実験レポートを
もとに考察やまとめを行う。授業内容
をノートにまとめるなど、基礎的・基
本的な知識・技能の確実な定着を
図る。

・自分自身がどのように考え理解し
たかなどを他と共有する取り組みを
増やし、理由を考え表現し、再考で
きる学習場面から、意見共有や比
較、言語活動などの質の向上につ
なげていく。

自然の事物・現象についての理解
を深められるように、授業プリントを
活用し、考察やまとめを行う。また、
ICTを活用して生徒の興味関心を高
めて、理解を深められるようにし、基
礎的・基本的な知識・技能の確実な
定着を図る。



各教科における課題を改善するための指導の重点

外

国

語

科

指導法の改善を通して、学びへの意欲を
向上させ、基礎基本を確実に定着させ
る。また、「使える英語」に焦点をあてた４
技能を軸とした自己表現活動の充実を図
る。具体的には、デジタル教科書の活用、
帯活動の充実、パフォーマンステストの
フィードバックを効果的に行っていく。

・本時の目標提示や振り返りの設定、デジタル教
科書を活用することで、授業内容における生徒
の関心を高める。
・帯活動を通じて、会話のやりとりを充実させ、自
己表現力の向上を図る。
・パフォーマンステストを実施するなかで、フォー
ムを用いて生徒同士で意見交換をさせ、一人一
人の考えを深め、自己調整能力を育む。

・話す、聞く、読む、書くの４技能に加え、即興力
の向上を目的とした帯活動の充実を図る。
・ディベートやQandA、絵を見ての会話のやりとり
など、即興性のあるパフォーマンステストを実施
する。
・生徒自身がデジタル教科書を活用して発声練
習できるようにする。

・クロームブックのスライドを使用し導入を工夫し
たり、デジタル教科書を使用したりすることで視覚
的にわかりやすく意欲を高められる指導を行う。
・帯活動において、やりとりや、表現活動を充実さ
せ、既習事項の定着や即興力の向上を図る。
・生徒1人1人がクロームブックを活用し、自己表
現の場を設ける。その中で表現の仕方や意見を
共有し、生徒自身の表現力を高めたり、考えを深
めたりさせる。

年度当初に設定した重点 第１学年 第２学年 第３学年

音

楽

科

・歌唱における基本的な技術習得のために、
日々の授業に歌唱活動を積極的に取り入れる。
・音楽を鑑賞し、自分の考えを文章で表現する力
を身につけさせる。
・仲間と協力して、音楽を作る楽しさを感じられる
授業を展開する。

・授業中では、元気よく合唱する雰囲気が
出来ている。歌に親しみ、生徒一人一人
が前向きに歌に取り組める環境づくりや声
掛けを継続する。
・音源をGoogle Classroomで共有したり、
合唱練習をクロムで撮影し振り返りに生か
したり、ICT機器を活用した授業を行って
いる。

・普段の授業において継続的に歌唱の活
動を取り入れ、歌唱の技術力を高める指
導を積極的に行う。
・音源をGoogle Classroomで共有したり、
合唱練習をクロムで撮影し振り返りに生か
したり、ICT機器を活用した授業を行って
いる。

・校内行事や儀式において下級生の手本
となるような合唱が出来るように、授業内
で歌唱の技術を身につけさせる。
・音源をGoogle Classroomで共有したり、
合唱練習をクロムで撮影し振り返りに生か
したり、ICT機器を活用した授業を行って
いる。

保

健

体

育

科

・基礎的、基本的な技能を定着、向上させ
るために個に応じた指導法を展開する。
・心身の健康保持増進のため、長距離走
等を計画的、継続的に取り入れるととも
に、体力テスト等の結果を活かし、保健体
育の授業の充実を図り、体力向上に努め
る。

・基礎的、基本的な技能の定着を図り、規律を確
認し、スモールステップで個に応じた指導を行
う。
・種目に応じICT機器で撮影を行い、振り返りに
活かす。また、保健の授業でもICT機器を活用
し、他者との意見交換に活かす。
・心身の健康保持増進のため、体力テストの結果
に基き、継続的な取り組みを行い、授業の充実を
図り、体力向上に努める。

・基礎的、基本的な技能を定着、向上させるため
に個に応じた指導法を展開する。
・マット運動などICTの機器で撮影。技能を身に
付けるため意見交換や思考する機会を増やす。
・心身の健康保持増進のため、長距離走等を計
画的、継続的に取り入れるとともに、体力テスト等
の結果を活かし、保健体育の授業の充実を図り、
体力向上に努める。

・基礎的、基本的な技能を活用し、仲間とともに応用
させる中で、個に応じた指導を行う。
・種目に応じICT機器で撮影を行い振り返りに活か
す。また、保健の授業でもICT機器を活用し、必要な
情報を収集し意見交換を行う。
・心身の健康保持増進のため、体力テストの結果に
基き、運動量を確保し、継続的な取り組みを実施す
る。仲間との連携から達成感を味わわせ、授業の充
実や体力向上に努める。

美

術

科

・制作を通して、テーマや自分のイメージに沿っ
て制作する技術の向上、物事を計画的に進める
力を身に付ける。
・美術品や制作した作品の鑑賞を通し、自分の
考えを言葉で表現する力を身に付ける。また、友
達の作品の技術やアイディアの良さに気付き、制
作過程の反省や次への意欲へとつなげる。

・ICTを活用して授業を行う。実物投影機
で作品をスクリーンに映し出し全体で共有
したり、プリント等の解説を行ったりする。
・アイディアを出す時にクロムブックを活用
し、生徒の活動の手助けをする。
・鑑賞を通し、制作過程を振り返り、次回
への意欲につなげる。

・ICTを活用して授業を行う。実物投影機で作
品をスクリーンに映し出し全体で共有したり、
プリント等の解説を行ったりする。
・アイディアを出す時にクロムブックを活用し、
意見交換・全体発表などを行い、考えを深め
られるようにする。
・鑑賞を通し、制作過程を振り返り、次回への
意欲につなげる。

・ICTを活用して授業を行う。実物投影機で作
品をスクリーンに映し出し全体で共有したり、
プリント等の解説を行ったりする。
・アイディアを出す時にクロムブックを活用し、
互いの考えを共有し、対話的な学びの中で
理解を深められるようにする。
・鑑賞を通し、制作過程を振り返り、次回への
意欲につなげる。

各教科における課題を改善するための指導の重点

技

術

・

家

庭

科

・ICTを活用して授業を行う。スクリーンに
実物投影機を使って実演、例示し、プリン
ト等の解説を行う。
・Chromebookを活用しウエブ上で双方向
のプログラミング学習を進めていく。
・PCのオーディオ、画像を使い授業の集
中力をあげる。
・家庭学習の課題としてクロムブックで写
真を撮り、その写真を共有することで生徒
同士が課題の理解を深める。

・ICTを活用して、資料の提示を行っ
たり、意見交換を行ったりすることで
理解を深めさせる。
・家庭学習の課題としてクロムブック
で写真を撮り、その写真を共有する
ことで生徒同士が課題の理解を深
める。

・ICTを効果的に活用して、ものづく
りに関する実習等の結果を整理し、
考察したことを共有し、意見交換し、
理解を深めさせる。
・フォームを使いアンケートをとり、そ
れを共有することで生徒同士が課題
の理解を深める。

・生活や社会における様々な事象を
技術との関わりの中で考察し、ICTを
活用して意見交換を行い、考えを深
めたり説明したりする学習活動を充
実させる。
・作品を製作する過程で作品を互い
に見合うことで製作意欲を高め、より
よい作品にする。

総

合

的

な

学

習

の

時

間

・体験的な学びの中で、生徒自身によ
る課題設定と振り返りを行う。自ら学ん
だ成果や過程を意味づけ、評価するこ
とを通し、次の学びに生かせるようにす
る。

・「自分を知る、周りを知る、つながる」を学
年のテーマに、構成的グループエンカウ
ンターの活動を行い、自他理解を深めると
ともに、自分に自信をもち、互いの考えを
認め合える機会を増やしていく。
・職業インタビューなどの取り組みでは、
自分で課題を設定し、ICT機器を活用して
調査・情報の共有・発表など探究的な学
びに重点を置く。

・「働き、共に支え合って　生きることを学
ぶ」を学年のテーマに、体験的・探究的な
学びを充実させる。キャリア教育について
は、職場訪問などの取り組みにおいて主
体的に取り組めるよう指導するとともに、
ICT機器を活用して情報の共有・発表を
行う。また、移動教室の取り組みでは、各
自課題設定・探究を行うとともに、体験活
動の中で協働して課題を解決できるように
する。

「自分の生き方を見つける」　を学年の
テーマに、教科横断的・探究的に取り組
み、社会の中で働くことを具体的に思い
描き、自己の進路と結び付けて考えられる
ようにする。

特

別

の

教

科

 

道

徳

・問題解決的・体験的な学習を取り入れ、
議論や発表などの活動を通して、多様な
見方・考え方に接し自己の生き方につい
て考えを深めさせ、道徳的な判断力・心
情・実践意欲と態度を育てる。

・体験的・問題解決的な学習をさ
らに取り入れ、議論や発表を通じ
て考えを深め、自他の良いところ
を知り、自他の生命を尊重しようと
する心を育てる。また、ICT機器を
活用し、意見交換や全体での共
有を図り、多様な見方・考え方に
触れられるようにする。

・体験的・問題解決的な学習をさ
らに取り入れ、ICT機器を効果的
に活用する授業を行う。議論や発
表を通じて対話的な学びの中で
考えを深め、互いに高め合い、信
頼を深め、よりよい人間関係を築
けるようにする。

・体験的・問題解決的な学習をさ
らに取り入れ、ICT機器を効果的
に活用し、グループでの議論や全
体での発表を通じて考えを深め、
将来の生き方を見つめ、社会の中
で役立とうとする心を育てる。



年度当初に設定した重点 第１学年 第２学年 第３学年

特

別

活

動

・生徒相互が協力しあい、(人間関係
形成）、自らの役割(自己実現)や責
任を遂行する活動等を意図的に計
画し、自主・自立・自治を営む力の
発達を促し、望ましい集団を育てる
よう努める。
 ・生徒が意欲的に参加し、達成感
や成就感が得られる学校行事を実
施する。

・学級活動・生徒会活動・学校行事
を通じて、互いに意見を交わし協力
し合う場面を増やす。また、課題を
意識し自分の役割を果たし、自分に
自信がもてるよう取り組ませる。

・学級活動・生徒会活動・学校行事
において、主体的・対話的に取り組
み、互いに高め合う人間関係が築け
るようにする。また、集団の一員とし
て自分の役割を果たし、社会に参画
し、自己有用感が高められるように
する。

・学級活動・生徒会活動・学校行事
において、各々が課題を捉え、問題
解決ができるよう主体的・対話的に
取り組ませる。その中で、自己理解
を深め、社会の中でどのように自己
実現していくかを考え、進路を自ら
切り開けるようにする。



中110　町田市立鶴川第二中学校

第３学年

学力調査等の状況
・国の学力調査については、ほとんどの教科・領域において、本校の平均正答率は東京都・全国の平均正答率を上回っている。しかし、筋道を立てて考
え、理由を説明する記述問題や事物を比較し、観点を明確にして分析・解釈する記述問題などは東京都・全国の平均正答率を下回った。
・国の学力調査の生徒質問紙の回答からは、家庭学習の時間も長く、目標をもって取り組んでいる生徒の割合が高いことが窺える。その一方、自己肯定感
がやや乏しく、失敗を恐れチャレンジ精神に欠ける生徒の割合も少なくない。ＩＣＴの活用については、意見交換や調査のために授業でICT機器を使用す
る頻度が少ない。また、児童・生徒の学力向上を図るための調査からは、自分の考えを積極的に相手に伝えたり、他者の異なる意見を理解するために質問
したりする生徒の割合が若干少ないことが窺える。

見えてきた課題

・各教科・領域において一定の基礎・基本を習得しているが、結果から一般的な法則を導き出すことやグラフや図・文章などの資料を読み、分析を行い、自
分の考えを述べたり、根拠をもとに分かりやすく説明したりすることに課題がある。言語活動や観察・実験などの活動の質を高めながら、習得・活用・探究の
学習サイクルの活用を一層図ることが求められる。さらに、ICT機器を効果的に活用し、互いの意見を共有したり、比較・分類・整理したりすることにより、理
解を深められるようにする。また、自己肯定感を高めるため、学校生活の中で互いを認め合い、自分に自信をもてるような場面を増やすことも課題である。

授業をデザインする８つの取組について

タブレット端末を利用し、必要な情報を収集し選択する情報リテラシー能力を育むとともに、フォームやジャム
ボード等で意見交換を行い、他者の考えに触れ自分の考えを深められる場面を増やす。

学習の流れや本時の目標を提示するとともに、導入で生徒の興味・関心を高められるよう課題の提示を工夫す
る。

グループ活動や発表の機会、ICT機器の効果的活用により、生徒一人ひとりが互いの考えを共有し、比較・検
討・分類・統合・関連付けし、対話的な学びの中で理解を深められるようにする。

各教科における課題を改善するための指導の重点

・情報メディアの特性を踏まえて、調査や諸資料
から社会事象に関する様々な情報を効果的に収
集し、ICT機器の思考ツールを用いて比較・関連
付けを行い整理し、共有する。他者との意見交
換の中で多面的・多角的に考察したり、自分の考
えを深め、発表したりする場面を増やし、 思考
力・判断力・表現力を培う。
 
 
 
 
 
 

・伝える力を高めるために、ペアワークや４
人グループの交流を経てから全体発表に
移る
・ICT機器の機能を活用して、他者との考
えを比較できるようにする
・各授業で振り返りの時間を必ず取り、学
習の流れを確認しながら、フィードバックを
適時して理解を深める。

習得・活用・探究の学習を行っていく中で、数学
科の特性に応じた見方や考え方を働かせ、思
考・判断・表現を行い、その上で、深い学びを実
現するために、学習場面を組み合わせて、より効
果的な授業をデザインしていく。子どもが見通
す・教師が教える・自分の考えを表現する・対話
によって考えを深める・単元全体を振り返る等、
それぞれの学習場面を適切に活用し、より効果
的な学習ができるようにする。

自然の事物・現象についての理解
を深められるように、授業プリントを
活用し、考察やまとめを行う。また、
ICTを活用して生徒の興味関心を高
めて、理解を深められるようにし、基
礎的・基本的な知識・技能の確実な
定着を図る。

各校の授業改善に向けて、授業をデザインする８つの取組の中から特

に重点的に取り組む視点を３つ設定し、学校全体で取り組む内容を記

載する。

※ICT機器の活用の活用に関しては、必ず取り組む。

【参考】指導力向上リーフレット、町田市スタンダード授業改善シー

学力調査等の状況を踏まえ、見えてきた学校全体の課題を改善する

ため、各教科の指導の重点を学年別に記入してください。

黒画面→管理共有→管理教員→令和４年度→授業改善推進プラン

→授業改善推進プラン（◯◯科）.xlsx



各教科における課題を改善するための指導の重点

・クロームブックのスライドを使用し導入を工夫し
たり、デジタル教科書を使用したりすることで視覚
的にわかりやすく意欲を高められる指導を行う。
・帯活動において、やりとりや、表現活動を充実さ
せ、既習事項の定着や即興力の向上を図る。
・生徒1人1人がクロームブックを活用し、自己表
現の場を設ける。その中で表現の仕方や意見を
共有し、生徒自身の表現力を高めたり、考えを深
めたりさせる。

第３学年
・校内行事や儀式において下級生の手本
となるような合唱が出来るように、授業内
で歌唱の技術を身につけさせる。
・音源をGoogle Classroomで共有したり、
合唱練習をクロムで撮影し振り返りに生か
したり、ICT機器を活用した授業を行って
いる。

・基礎的、基本的な技能を活用し、仲間とともに応用
させる中で、個に応じた指導を行う。
・種目に応じICT機器で撮影を行い振り返りに活か
す。また、保健の授業でもICT機器を活用し、必要な
情報を収集し意見交換を行う。
・心身の健康保持増進のため、体力テストの結果に
基き、運動量を確保し、継続的な取り組みを実施す
る。仲間との連携から達成感を味わわせ、授業の充
実や体力向上に努める。

・ICTを活用して授業を行う。実物投影機で作
品をスクリーンに映し出し全体で共有したり、
プリント等の解説を行ったりする。
・アイディアを出す時にクロムブックを活用し、
互いの考えを共有し、対話的な学びの中で
理解を深められるようにする。
・鑑賞を通し、制作過程を振り返り、次回への
意欲につなげる。

各教科における課題を改善するための指導の重点

・生活や社会における様々な事象を
技術との関わりの中で考察し、ICTを
活用して意見交換を行い、考えを深
めたり説明したりする学習活動を充
実させる。
・作品を製作する過程で作品を互い
に見合うことで製作意欲を高め、より
よい作品にする。

「自分の生き方を見つける」　を学年の
テーマに、教科横断的・探究的に取り組
み、社会の中で働くことを具体的に思い
描き、自己の進路と結び付けて考えられる
ようにする。

・体験的・問題解決的な学習をさ
らに取り入れ、ICT機器を効果的
に活用し、グループでの議論や全
体での発表を通じて考えを深め、
将来の生き方を見つめ、社会の中
で役立とうとする心を育てる。



第３学年
・学級活動・生徒会活動・学校行事
において、各々が課題を捉え、問題
解決ができるよう主体的・対話的に
取り組ませる。その中で、自己理解
を深め、社会の中でどのように自己
実現していくかを考え、進路を自ら
切り開けるようにする。



授業をデザインする８つの取組の中から特

に重点的に取り組む視点を３つ設定し、学校全体で取り組む内容を記

機器の活用の活用に関しては、必ず取り組む。

指導力向上リーフレット、町田市スタンダード授業改善シー


